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ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
・
竹
細
工
体
験

　
５
月
５
日
、
子
ど
も
の
日
の
特
別
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
や
竹
細
工
無
料
体
験

が
北
薩
広
域
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
汽
笛
を
鳴
ら
し
蒸
気
を
出
し
て
走
る
ミ
ニ

Ｓ
Ｌ
に
は
子
ど
も
た
ち
が
長
い
列
を
作
り
、

竹
細
工
教
室
で
は
、
家
族
で
楽
し
そ
う
に
竹

と
ん
ぼ
や
ウ
グ
イ
ス
笛
作
り
に
挑
戦
す
る
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
公
園
内
で
は
、
４
流
派
８
組
に
よ
る

み
や
ん
じ
ょ
五
ッ
太
鼓
共
演
会
も
行
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
曲
に
合
わ
せ
て
五
ッ
太
鼓
の
音

を
公
園
内
に
響
か
せ
て
い
ま
し
た
。

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
４
月
２６
日
、
「
春
の
農
高
交
通
安
全
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
が
宮
之
城
合
同
庁
舎
前
の
交
差

点
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
宮
之
城
農
業
高
等
学
校
が
春
の

全
国
交
通
安
全
運
動
の
一
つ
と
し
て
、
宮
之

城
警
察
署
の
協
力
を
得
て
実
施
し
て
い
る
も

の
で
す
。

　
同
校
の
農
業
ク
ラ
ブ
役
員
や
生
徒
会
役
員

な
ど
が
ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通
安
全
を
呼
び
か

け
る
チ
ラ
シ
と
し
お
り
、
自
分
た
ち
で
育
て

た
花
の
苗
（
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
）
を
配
布
し

ま
し
た
。

宮
之
城
農
業
高
等
学
校

長
福
寺
跡
古
石
塔
群

　
求
名
下
手
に
あ
る
石
塔
は
、
西
暦
１
２
４

８
年
に
こ
の
地
に
領
主
と
し
て
関
東
地
方
か

ら
来
た
渋
谷
氏
一
族
の
鶴
田
氏
の
墓
石
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
石
塔
は
鶴
田
氏
の
菩
提
寺
で
あ
っ
た

長
福
寺
か
ら
出
て
き
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、

当
時
は
長
福
寺
に
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は

下
手
公
民
館
の
敷
地
に
移
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
つ
ま
町
指
定
文
化
財
（
記
念
物
史
跡
）

子
ど
も
の
日
特
別
イ
ベ
ン
ト

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
を
楽
し
む
子
ど
も
た
ち

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る
生
徒

長
福
寺
跡
古
石
塔
群

全国大会頑張ります

全
国
大
会
出
場

　
５
月
３
・
４
日
、
枕
崎
市
で
開
催
さ
れ
た

第
２５
回
全
日
本
学
童
軟
式
野
球
大
会
鹿
児
島

県
予
選
で
、
宮
之
城
少
年
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
が
創
立
３１
年
目
に
し
て
念
願
の
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
で
夢
を
現
実
に
し
た
主
将
の
富

満
祐
太
く
ん
（
盈
進
小
６
年
）
は
「
初
出
場

で
す
が
、
全
国
の
強
豪
を
相
手
に
気
持
ち
で

負
け
な
い
よ
う
に
し
た
い
。
」
と
意
気
込
ん

で
い
ま
し
た
。

　
同
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
８
月
に
茨
城
県

水
戸
市
で
開
催
さ
れ
る
「
小
学
生
の
甲
子
園
」

と
呼
ば
れ
る
全
国
大
会
に
鹿
児
島
県
代
表
と

し
て
出
場
し
ま
す
。

　
大
会
で
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

宮
之
城
少
年
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団


